
横浜ジュニアスポーツクラブ
YOKOHAMA JUNIOR SPORTS CLUB

～子どもたちの心身の健全な成長を願って～



横浜ジュニアスポーツクラブとは

幼児から小学生までの子どもたちの器械体操クラブです

横浜市保土ケ谷区桜台地区で活動

している地域団体です

どんなことをしているの？

どこにある団体なの？



活動理念

〇地域の子どもたちの心身の健全な育成と、

生涯スポーツのきっかけづくり

〇体操を通してどんなことにもあきらめずに

挑戦する態度を育てる

〇営利目的ではなく、地域の子育て活動に

奉仕する精神



参加対象者

３歳～小学校６年生の子どもたち

会費

1000円/月



活動場所

横浜市保土ケ谷区桜台地区の中学校の体育館

活動日時

毎週土曜日１８：３０～２０：３０



横浜ジュニア体操クラブの一年

〇親子体操教室（年２回）

〇進級テスト（年２回）

〇発表会（１１月）

〇クリスマスイベント（１２月）

〇神奈川県小中学生体操競技会（３月）

〇卒業・修了式（３月）
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横浜ジュニアスポーツクラブのあゆみ １

〇1974年７月発足

地域のスポーツクラブとして、

６～７人の子どもたちからスタートしました

〇季節に合わせた活動

春 ハイキング

夏 キャンプ

秋 発表会

冬 スキー・スケート



横浜ジュニアスポーツクラブのあゆみ ２

〇周年記念発表会・記念事業

1984年 10周年記念発表会（県立体育館）

1994年 20周年記念事業（県立体育館）

1999年 25周年記念発表会（保土ケ谷スポーツセンター）

2004年 30周年記念事業（保土ケ谷公会堂）

2014年 40周年記念事業



横浜ジュニアスポーツクラブのあゆみ ３

〇大会出場

1998年 神奈川県国体フェスティバル参加

2004年～ 神奈川県児童体操演技会

2008年～ 神奈川県小中学生体操競技大会参加



横浜ジュニアスポーツクラブのあゆみ 4

横浜ジュニアスポーツクラブの仲間は増え続けています

児童
7名

会員10倍
に

増加

卒業生が
指導者へ

1974年 2000年 2017年

親子2世代
会員

卒業生600名
保護者

地域協力者
指導者



クラブ自慢

〇地域の大人たちが協働・協力しながら子育てを

している

〇指導者はクラブの卒業生が関わっている

〇親から子へ２世代の会員が多い



卒業生の声

小さいころからのクラブで
の
運動経験が現在の仕事に
生かされています！
（在籍年数10年）

恩返しをしたいです
そしてこのクラブの

伝統を繋ぎたいです。
（在籍年数9年）

どんなことも挑戦すること
を教わりました。

中学校・高校でも体操を続
けました。
（在籍年数10年）

できないことを、
できるようになるまで
努力することの
大切さをクラブを通して
知りました。
ぜひ自分の子どもにも
通わせたいです。
（在籍年数8年）



保護者・地域の声

学校や学年を超えた子ども達
や保護者・指導者との交流で
たくさんの刺激を受けました。

単なる習い事ではなく、
たくさんの大人が

子どもを
見守っているので

通わせて正解でした。

最初は「父」として子どもを
見守っていましたが、

今は指導もさせて
いただいています。

親子２代でお世話に
なっています。

たくさんの方々と出会
えることに感謝です。



指導者の声

運動が苦手でも、できる楽
しさをみつけ、体育の授業

で
達成感や自己有用感を
味わってもらいたい。

クラブを通して指導者や
教員になりたいという
子どもが多くいます。

子ども達の成長の過程に
携われていることが

うれしいです。

多くのことを子ども達、
先輩指導者の方々や保護者

から学ばせてもらっています。

この団体が長く続くのも
地域の理解があってこそです。

これからも子ども達をみんな
で見守りたいです。



終わりに

器械体操を中心に練習をしている当クラブは、

選手育成が目的ではなく、

集団生活のマナーやルールを守り、

けじめのある態度、きちんとした挨拶が

できる人になってほしいと思い活動をしています。

体操を通してあきらめずに取り組む子、運動を楽しむことができる
子が増えることを願っています。

何年後かにいつか同じステージに立つであろう子どもたちに、

大人が協力・協働している姿を見せていきたいと思っています。



ご清聴ありがとうございました


